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久
し
振
り
に
将
棋
盤
に
向
っ
た
と
い
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
史
上
最
年
少
の
十
四

歳
二
ケ
月
で
プ
ロ
棋
士
と
な
り
、
二
十
九
連
勝
を

飾
っ
た
藤
井
聡
太
四
段
。
腕
前
の
見
事
さ
に
加
え
、

そ
の
冷
静
で
謙
虚
な
受
答
え
に
世
間
は
感
嘆
し
き

り
。
若
き
天
才
の
立
居
振
舞
い
が
耳
目
を
集
め
て

い
る
。
▽
将
棋
以
外
の
世
界
で
も
、
卓
球
の
張
本

選
手
や
美
宇
美
誠
コ
ン
ビ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
は

じ
め
と
す
る
各
方
面
で
、
若
く
し
て
第
一
線
で
活

躍
、
或
い
は
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
る
俊
英
が
キ

ラ
星
の
如
く
存
在
す
る
。
若
人
の
活
躍
は
社
会
に
、

将
来
に
明
る
い
光
を
与
え
て
く
れ
る
。
▽
一
方
、

若
さ
は
時
に
愚
か
さ
に
も
通
じ
る
。
異
例
の
年
齢

で
国
の
指
導
者
と
な
っ
た
隣
国
の
ト
ッ
プ
は
、
傍

若
無
人
な
暴
挙
を
繰
り
返
し
、
世
界
を
震
撼
さ
せ

て
い
る
。
若
気
の
至
り
、
で
済
む
話
で
は
な
い
。

▽
同
年
代
が
遊
ん
で
い
る
間
も
、
寸
暇
を
惜
し
ん

で
一
つ
の
道
に
打
込
み
、
そ
し
て
結
果
ま
で
も
求

め
ら
れ
る
こ
と
の
大
変
さ
と
重
圧
。
私
た
ち
に
は

計
り
知
れ
な
い
苦
労
の
積
重
ね
と
多
く
の
涙
が
活

躍
の
裏
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
直
向
き
な
若

者
達
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
け
る
、
平
穏
な
日
々
が
続

く
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。

秋
祭
ご
案
内
号
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地
元
シ
リ
ー
ズ
�

三
吉
節
と
保
存
会
及
び
全
国
大
会
に
つ
い
て

三
吉
節
保
存
会
　
事
務
局
　
関
　
山
　
尚
　
三

　

三
吉
節
は

豪
快
に
し

て
、
格
調
の

高
い
旋
律
を

持
ち
、
多
く

の
人
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
梵
天
ま
つ
り
の
道
中
唄
と

し
て
歌
い
継
が
れ
、
磨
か
れ
て
き
た
伝

統
の
唄
は
、
唄
う
人
も
聞
く
人
も
、
魅

了
し
て
や
ま
な
い
名
曲
で
す
。

　

唄
は
、
時
代
と
共
に
、
移
動
と
転
用

を
繰
り
返
し
、
変
化
を
し
ま
す
。

　

三
吉
節
保
存
会
は
、
大
切
な
「
三
吉

節
」
の
伝
統
を
守
り
、
保
存
を
会
の
基

本
理
念
と
し
て
、
神
社
の
ご
指
導
の
基

に
昭
和
五
八
年
に
結
成
し
、
今
年
で

三
四
年
目
を
迎
え
、
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

最
初
に
、
保
存
会
の
あ
ゆ
み
の
概
略

を
紹
介
致
し
ま
す
。

　

昭
和
五
八
年
六
月
、「
保
存
会
結
成

趣
意
書
」
を
作
成
し
、「
神
社
の
宮
司

様
か
ら
承
諾
」
を
頂
き
ま
し
た
。

　

七
月
一
日
、「
設
立
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
八
月
二
七
日
「
設
立
総
会
」

を
開
催
し
、保
存
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

〔（
初
代
会
長
・
進
藤
勝
太
郎
：
事
務
局

長
進
藤
義
声
（
現
会
長
））

　

総
会
前
の
七
月
二
七
日
・
二
八
日
に

は
神
社
か
ら
お
話
が
あ
り
：
文
化
庁
芸

術
祭
特
別
公
演
「
第
七
回
日
本
民
謡
ま

つ
り
」
東
京
（
国
立
劇
場
）
へ
会
員

一
四
名
・
梵
天
六
本
）出
演
し
ま
し
た
。

当
時
の
新
聞
紙
上
に
は
、
写
真
入
り
で

『
本
来
の
三
吉
節
の
姿
を
継
承
し
、
保

存
会
が
披
露
』
と
か
別
の
新
聞
は
、『
国

立
劇
場
に
「
三
吉
節
」
多
く
の
観
客
を

酔
わ
す
』
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
で
大
々
的

に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

次
に
今
日
、「
三
吉
節
」
の
伝
統
的

な
唄
と
し
て
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
唄

の
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
初
代
会
長
故
進
藤
勝
太
郎

氏
が
、
昭
和
五
九
年
フ
ジ
オ
企
画
社
発

行
の
『
民
謡
学
校
』
と
い
う
本
に
解
説

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
大
略
を
引
用
」

し
ま
す
。

　

元
は「
ほ
う
さ
節
」と
も
言
っ
た
。「
保

呂
羽
山
節
」
が
な
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　

横
手
市
大
森
町
と
由
利
本
荘
市
に
ま

た
が
る
、
保
呂
羽
山
波
宇
志
別
神
社
に

ま
つ
わ
る
唄
で
、
秋
田
市
太
平
の
秋
田

民
謡
界
の
草
分
け
と
も
言
う
べ
き
・
故

田
中
誠
月
が
、
度
々
お
詣
り
に
行
き
、

聞
き
覚
え
た
の
を
編
曲
し
た
も
の
が

「
三
吉
節
」
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

昭
和
一
六　

七
年
頃
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田

放
送
局
が
、
梵
天
奉
納
の
唄
を
全
国
実

況
放
送
す
る
こ
と
に
な
り
、
故
田
中
誠

月
、
故
永
沢
定
治
、
私
進
藤
勝
太
郎
が

神
社
社
務
所
に
て
現
在
の
唄
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
元
唄
よ
り
さ
ら
に
威

勢
の
い
い
唄
に
し
よ
う
、
荒
神
様
へ
捧

げ
る
唄
と
す
る
為
で
あ
っ
た
。

　

唄
い
方
と
し
て
、
梵
天
奉
納
の
唄
で

す
の
で
き
め
の
細
か
い
唄
い
方
よ
り

も
、
力
の
入
っ
た
唄
が
必
要
で
あ
る
。

※ 

三
吉
節
全
国
大
会
に
つ
い
て

　

保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
、
平
成
五
八

年
十
月
一
六
日
「
第
一
回
三
吉
節
全
県

大
会
」
を
県
内
民
謡
愛
好
者
の
参
加
を

得
て
、
早
速
開
催
し
、
秋
田
市
の
嵯
峨

幸
男
氏
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
、
毎
年
、
今
日
ま
で
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

全
県
大
会
は
第
二
〇
回
（
平
成
一
四

年
九
月
一
七
日
）
ま
で
行
い
ま
し
た
。

※ 

そ
の
翌
年
か
ら
（
平
成
一
五
年
九
月

一
七
日
）
秋
田
県
民
謡
協
会
公
認
を

得
て
、「
第
一
回
三
吉
節
全
国
大
会
」

（
優
勝
秋
田
市
・
田
中
恵
氏
）
と
し

て
開
催
し
本
年
は
「
第
一
五
回
三
吉

節
全
国
大
会
」（
九
月
一
七
日
）（
全

県
大
会
通
算
三
五
回
）
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

 

例
年
遠
い
所
か
ら
の
出
場
さ
れ
る
方

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
東
京
、横
浜
、

埼
玉
、
茨
城
の
方
が
出
場
し
ま
す
。

全
国
で
三
吉
節
の
愛
好
者
が
増
え
て

き
て
、
出
場
さ
れ
る
こ
と
は
、
嬉
し

い
か
ぎ
り
で
す
。

※ 

保
存
会
で
は　

梵
天
ま
つ
り
の
前
に

梵
天
会
の
皆
さ
ん
に
「
三
吉
節
講
習

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※ 

そ
の
他　

現
在
ま
で　

保
存
会
が
出

演
し
た
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
的
な
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
と
、

　

 

平
成
一
〇
年
三
月
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ

イ
島
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
出
演

　

 

平
成
一
三
年
八
月
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

ズ
開
会
式
出
演

　

 

平
成
二
六
年
一
〇
月　

第
二
九
回
国

民
文
化
祭
２
０
１
６
秋
田
へ
出
演

　

今
後
と
も
三
吉
節
の
保
存
の
た
め
、

会
長
以
下
・
会
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
り
ま
す
。 

以
上
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マルシン賞
金田　芽彩 あいじ幼稚園 5 才
鈴木　朝陽 桜小学校 1 年
佐藤　　茜 秋田東中学校 1 年
田澤　香乃 秋田東中学校 1 年

イチノセキ賞
佐藤　久実 広面小学校 1 年
栗澤　歩愛 広面小学校 2 年
石田　晴那 広面小学校 5 年
佐々木咲理 秋田東中学校 2 年

花のヤマト賞
安部　結依 さくら幼稚園 5 才
大谷　柚葉 東小学校 3 年
岩佐　瑠菜 東小学校 3 年
中澤　理恵 大人

太平山三吉神社賞
堀井くるみ 手形山幼稚園 4 才
佐々木美桜 旭川小学校 3 年
齊藤　獅生 外旭川小学校 3 年

東日本電信電話㈱秋田支店賞
澤木　明璃 広面小学校 2 年
須田　華子 桜小学校 4 年
加藤　　結 広面小学校 5 年
斎藤　芽吹 広面小学校 6 年

秋田魁新報社賞
佐々木大成 太平小学校 6 年
杉野　星空 秋田東中学校 1 年
鈴木　美姫 秋田東中学校 2 年
小嶋　未侑 太平中学校 3 年

秋田中央郵便局賞
大山　瑛愛 桜小学校 1 年
佐藤　真優 広面小学校 3 年
斎藤　由芽 附属小学校 3 年
髙橋　　陸 太平中学校 3 年

秋田銀行広面支店賞
金田　晴輝 渟南小学校 2 年
大朏　夏帆 広面小学校 2 年
安部　瑠有 広面小学校 6 年
荒井　優菜 秋田東中学校 1 年

北都銀行広面支店賞
中澤　久能 第一ルンビニ保育園 5 才
金谷友里香 広面小学校 1 年
加茂谷俊介 下北手小学校 1 年
富田　春菜 秋田東中学校 2 年

秋田信用金庫広面支店賞
奈良　昊佳 あさひかわ幼稚園 4 才
佐藤さやか 広面小学校 5 年
小林奈菜子 秋田東中学校 2 年
髙橋　桜子 太平中学校 3 年

秋田県信用組合東支店賞
鈴木　龍琉 聖園幼稚園 4 才
川野　陽莉 広面小学校 3 年
根田　紗那 秋田東中学校 2 年
武藤　初子 大人

ぺんてる賞
加茂谷康介 下北手小学校 1 年
大谷　紘希 東小学校 6 年
佐々木紫乃 太平中学校 3 年
熊谷　浩一 大人

㈲木曽塗装賞
小野　里咲 広面小学校 1 年
菊地　絢音 広面小学校 3 年
藤原　光南 秋田東中学校 2 年
藤田レイ子 大人

汎山書道教室賞
佐藤　正太 追分幼稚園 5 才
木元梨衣子 広面小学校 1 年
畠山　夏菜 広面小学校 3 年
浅水　春香 秋田東中学校 1 年

写生会　７月８日

　7月8日第32回目となる恒例の太平山写生会（主
催：太平山写生会実行委員会）が行われ、晴天のも
と多くの幼児・児童・生徒の皆様にご参加を頂き、
昨年同様150作品ほどの出品を頂きました。
　その中から以下の方々がめでたく入賞され、8月
20日に表彰式を開催しました。

入賞者一覧（順不同）

第32回太平山写生会

手形山幼稚園4歳　堀井くるみ旭川小学校3年　佐々木美桜

〔太平山三吉神社賞〕
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夏
の
暑
さ

も
過
ぎ
去

り
、
秋
ら
し

い
季
節
と

な
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

私
が
奉
職
し
て
か
ら
二
年
目
も
半

分
以
上
が
過
ぎ
、
今
年
も
残
る
は
三

カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
目
は
右

も
左
も
分
か
ら
ず
、
多
く
の
方
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
皆
様
に
少
し
で
も
信
頼
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
、
太
平
山
三
吉
神

社
の
神
職
に
近
づ
け
て
い
た
ら
幸
い

で
す
。

　

今
回
は
、
私
が
太
平
山
三
吉
神
社

に
奉
職
し
て
か
ら
今
ま
で
で
一
番
心

に
強
く
残
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
お
よ
そ
見
当

は
つ
く
か
と
思
い
ま
す
が
、
太
平
山

の
山
ガ
ー
ル
登
山
に
つ
い
て
の
お
話

に
な
り
ま
す
。
正
直
に
言
い
ま
す
と
、

奉
職
す
る
際
一
番
不
安
だ
っ
た
の
が

太
平
山
の
登
山
で
し
た
。
運
動
音
痴

で
高
校
大
学
と
文
化
部
を
貫
い
て
き

た
私
に
と
っ
て
四
時
間
も
か
か
る
と

聞
か
さ
れ
て
い
た
太
平
山
登
山
は
ま

さ
に
未
知
の
世
界
で
し
た
。
若
い
か

ら
大
丈
夫
だ
、
若
さ
で
な
ん
と
か
な

る
、
と
周
り
の
方
は
励
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
が
、
登
山
直
前
ま
で
は
不
安

で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
登
り
始
め
る
と
不

安
よ
り
も
な
ん
と
し
て
も
奥
宮
に
着

か
ね
ば
、
と
い
う
不
思
議
な
意
地
が

湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
体
力

を
つ
け
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
過
去

の
自
分
を
恨
め
し
く
思
う
部
分
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
山
ガ
ー
ル
参

加
者
の
方
々
と
助
け
合
い
な
が
ら
の

道
中
は
と
て
も
楽
し
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

普
段
の
私
は
イ
ン
ド
ア
派
で
家
の

中
で
の
ん
び
り
し
て
い
る
方
が
好
き

な
の
で
す
が
、
木
々
の
間
を
抜
け
て

い
っ
た
爽
や
か
な
風
・
御
手
洗
の
冷

た
い
湧
水
な
ど
、
違
う
場
所
に
奉
職

し
て
い
た
ら
一
生
味
わ
う
こ
と
の
な

か
っ
た
だ
ろ
う
景
色
・
経
験
の
中
に

自
分
が
い
る
の
だ
と
思
う
と
不
思
議

と
気
分
が
高
揚
し
て
足
は
前
に
前
に

と
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て

よ
う
や
く
山
頂
に
到
着
し
た
の
は
、

開
始
か
ら
き
っ
か
り
四
時
間
が
経
っ

た
頃
で
し
た
。
１
、１
７
０
メ
ー
ト
ル

の
頂
上
か
ら
見
る
秋
田
の
姿
は
と
て

も
広
大
で
、
自
分
が
暮
ら
し
て
い
る

土
地
を
上
空
か
ら
眺
め
て
い
る
と
い

う
状
況
が
と
て
も
不
思
議
で
し
た
。

秋
田
を
３
６
０
度
見
渡
せ
る
こ
の
奥

宮
こ
そ
が
、
三
吉
霊
神
様
が
秋
田
の

人
々
を
見
守
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

な
の
だ
と
、
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
ん
な
山
頂
の
清
々
し
い
空

気
の
中
で
受
け
た
御
祈
祷
は
ま
さ
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
今
後
一

層
努
力
し
て
い
こ
う
と
改
め
て
強
く

思
い
ま
し
た
。

　

太
平
山
は
三
回
登
れ
ば
大
丈
夫
だ
、

と
経
験
者
の
方
々
は
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。私
が
昨
年
太
平
山
に
登
っ

た
回
数
は
三
回
で
す
。
は
た
し
て
今

年
は
昨
年
よ
り
も
上
手
に
登
れ
る
の

か
、
少
し
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
今

年
は
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

今
年
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
は
間
も
な

く
終
わ
り
ま
す
が
、
山
ガ
ー
ル
登
山

や
登
ろ
う
会
は
来
年
も
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
時
に
皆
様
と
一
緒
に
登
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
と
思
い
ま
す
の
で
来

年
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

言
挙
げ
�

初
め
て
の
太
平
山
登
山権

禰
宜
　
平
　
賀
　
万
　
唯

御来光

昨年の山ガール登山
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太宰府天満宮・筥崎宮参拝旅行のご案内
太宰府天満宮・筥崎宮の参拝をはじめ、本年豪雨に見舞われた九州北部の旅行会を実施します。
見どころ満載の旅行ですので、是非お誘い合わせの上ご参加下さい。
○旅行期間：平成30年３月11日（日）～３月14日（水）３泊４日
○旅行代金：159,000円（秋田空港起点）
○団参人数：30名（お申込金を頂いた先着順で締切りとなります）
○申込方法：現金を神社迄持参もしくは郵送願います（担当　和田）
　　　　　　（申込金10,000円）
○締 切 日：平成29年12月20日（水）

九州北部を巡る

日程 行　　　　程 宿泊施設
《福岡泊》

福岡ワシントンホテル

食事
弁
×１日目 秋田空港（9：40）ーーーー羽田空港ーーーー福岡空港⇒

太宰府天満宮⇒九州国立博物館⇒福岡市内・ホテル

２日目 福岡市内⇒筥崎宮⇒柳川⇒原鶴温泉 《原鶴温泉泊》
ホテルパーレンス小野屋 朝昼夕

３日目 韓鶴温泉⇒湯布院民芸村・九州自動車歴史館⇒別府海地獄⇒
血の池地獄⇒別府温泉

《別府温泉》
ホテル白菊 朝昼夕

４日目 別府温泉⇒宇佐八幡宮⇒宗像大社⇒観光会館福岡（買物）⇒
福岡空港ーーーー羽田空港ーーーー秋田空港（21：20） 朝昼

※交通事情等により行程が変更になる場合があります

　

今
夏
の
太
平
山
頂
上
奥
宮

は
、
六
月
の
荷
物
空
輸
が

二
度
順
延
と
な
り
、
山
ガ
ー

ル
登
山
会
の
開
催
が
七
月
か

ら
九
月
に
延
期
さ
れ
た
よ
う

に
、
特
に
週
末
ご
と
の
天
候

不
順
に
悩
ま
さ
れ
、
祈
祷
や

宿
泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

ぐ
な
ど
、
好
天
に
恵
ま
れ
た

昨
年
に
比
べ
る
と
、
残
念
な

が
ら
登
拝
者
は
減
少
し
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で

登
山
者
の
事
故
は
な
く
、
冬

季
落
雷
に
よ
る
奥
宮
・
参
籠
所
被
害
も
無
事
復
旧
、
ま
た
相
次
ぐ
豪

雨
も
、
登
山
道
そ
の
も
の
に
は
影
響
も
な
く
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。暫
く
通
行
不
能
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
岩
見
三
内
・
丸
舞
コ
ー

ス
も
各
団
体
様
の
ご
助
力
に
よ
り
、
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
傘
寿
の
記
念
登
山
と
し
て
、
十
数
年
振
り
に
登
拝
頂
い
た
岩

手
・
高
橋
ス
エ
様
を
始
め
、
北
海
道
等
の
遠
方
よ
り
も
信
仰
登
山
の

皆
様
に
ご
参
拝
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
山
は
、
登
山
に
最
適
な
気
候
と
な
り
、
空
気
も
澄
ん
で

眺
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。期
間
中
、是
非
安
全
に
留
意
の
上
、

太
平
山
頂
上
に
足
を
運
ん
で
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

※ 

今
年
の
山
頂
は
十
月
一
日
（
日
）
よ
り
無
人
（
一
部
開
放
）

と
な
り
、
十
一
月
初
旬
か
ら
明
年
五
月
ま
で
は
完
全
に
閉
鎖

と
な
り
ま
す
。

登山道整備作業7/1

■ 

今
夏
の
太
平
山
報
告 

■

不
順
な
天
候
で
登
拝
者
は
減
少

太宰府天満宮
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みよしスケッチ

登
ろ
う
会
（
九
月
二
・
三
日
）

山
ガ
ー
ル
（
九
月
九
・
十
日
）

如斯亭庭園

（総計約7.6ｋm）

泉福院

金砂神社 太平山三吉神社

太平山三吉神社 田中神明社

　市内を廻り、歴史に触れながら健康増進を図る、歩こう会を開催いたします。
是非、お仲間お誘い合わせの上ご参加下さい。
　日　　時　平成29年10月22日（日）　午前8時20分	 集合
	 正午頃	 到着予定
　申込締切　10月15日
　参　加　費　1,200円（保険、記念写真代を含む）
　※詳細は係：原田・小池までお問合せ下さい。

歩こう会 のご案内第26回
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秋
田
か
や
き
協
議
会
様
の
大
鍋

を
お
祓
い
し
ま
し
た
。

　

竿
灯
祭
期
間
中
に
、
妙
技
を
ご

披
露
頂
き
ま
し
た
。

　

十
七
名
の
神
人
・
助
勢
者
に
て

御
神
体
を
お
遷
し
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
参
加
の
も
と
罪
穢
れ
を

祓
い
清
め
る
神
事
を
斎
行
。

　

太
平
山
講
中
・
三
吉
講
中
の
皆

様
に
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
。

みよしスケッチ

開
山
祭
（
七
月
十
七
日
）

夏
越
の
大
祓
（
六
月
三
十
日
）

紫
山
三
吉
神
社
ご
参
拝（
七
月
九
日
）

講
社
祭
（
八
月
八
日
）

大
鍋
清
祓
・
火
入
式
（
八
月
二
十
一
日
）

八
日
町
竿
灯
会
（
八
月
四
日
）
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平
成
二
十
九
年
秋
季
例
大
祭
を
左
記
の
通
り
に
斎
行
い

た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
方

に
ご
参
列
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
十
月
十
六
日
（
月
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
十
月
十
七
日
（
火
）
午
前
十
一
時

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

◎
ご
参
列
の
方
は
、
十

月
七
日
ま
で
に
係 

（
和
田
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

《
巫
女
舞
》

（
十
六
日
）　

秋
田
舞

（
十
七
日
）　

浦
安
の
舞

秋
季

の
ご
案
内

例
大
祭

　年末年始に巫女のご奉仕を頂ける女性を募集いたします。
　当社の顔として参拝者と接する巫女奉仕はとても重要なお
務めであり、貴重な体験になるものと思います。
　ご希望の方は、気軽にお問合せ下さい。（係　和田・今野）

（10月1日受付開始）
　○奉　仕　対　象：高校生・大学生（女性）
　○奉　仕　日：年末年始ご都合の良い日
※事前に提出頂く書類及び面接（11月中旬）がございます
※希望者多数の場合は、ご希望にそえない場合がございます

巫女奉仕者募集年末年始

祝七五三
男児（３才・５才）及び女児（３才・7才）の七五三参りを
下記の期間とり行います。ご家族お揃いでお子様のご成長を
お祝い下さい。
　○期　日　９月～ 12月中
　○時　間　朝8：30～夕方5：00（随時ご奉仕、ご予約不要）
（期間・時間外にご希望の方は予めご連絡下さい）


